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例 写
口

1 本書は，医療法人 心和会による病院建設工事に伴う埋蔵文化財の発掘調壺報告書である。

2 本書に収録した遺跡は，千葉県八千代市下高野字新山552ほかに所在する下高野新山遺跡（遺跡番号

八千代市92)における第1次確認調企及び第1次本調査と下高野新山古墳（八千代市273)である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は医療法人心和会の委託を受け，八千代市遺跡調査会が実施した。

4 発掘調査及び整理作業は，下記の期間及び担当者により実施した。

確認調査 昭和61年8月8日 ～昭和61年9月12日 担当白石信也

本調査 昭和61年10月14日～昭和61年11月17日 担当白石信也

追加確認調壺昭和61年11月158 ~昭和61年11月17日 担当 白石1言也

整理作業 平成20年1月15日 ～平成20年12月25日 担当秋山利光

5 整理作業は，実測・トレース等を秋山利光・植田正子・立松紀代美が行い，遣物の写真撮影• 本書の

執筆・編集を秋山が行った。

地形図及び遺構の挿図は，コンピューターにより作図したものを用い，また，遺物の写真については

デジタルカメラで撮影したものを図版として使用している。

6 本書で使用した地形図は，下記のとおりである。

第1図 国土地理院発行 1/50,000「佐倉」（平成10年発行）

第2図 大日本帝国陸地測量部発行 1/20,000「神崎」（明治37年測図・明治40年発行）

第3図 八千代市発行 1/2,500「八千代都市計画基本図」 No.19・No.24(平成13年修正）

をそれぞれ，加箪・修正している。

7 本書の遺構実測図における用例は，以下のとおりである。

(1)実測のための方眼測最は日本測地系に基づく平面直角座標（第1X系）を基準に実施している。それに

より，本書で用いる図中の北方位は同座標における北を表す。また，現行の世界測地系に基づく平面

直角座標への変換は行っていない。

(2)遺構図面の縮尺ば炉穴及び土坑を1/60, 地下式坑を1/80, 古墳測量図及び検出遺構は1/200とした。

(3)遺構図中の破線は推定復元線を示す。記号等は図中に凡例を示した。

8 本書の遣物実測図における用例は，以下のとおりである。

(1)図面の縮尺は某本的には以下のとおりとした。

完形土器実測図 1/4 土器拓影図・士製品実測図 1/3 石器・石製品実測図 2/3~1/3 

(2)図中の網掛けは以下のとおりとした。

冒胎土に繊維混人 ＇須恵器断面 ＇釉

(3)図中の挿図番号の後に遺物の出土トレンチや取り上げナンバー等を記載し，また，石器及び土製品に

ついては重量も併記した。

9(1)確認調壺と本調在でのグリッド名称は両者ともアルファベットとアラビア数字をもって表示している

が，本書において両者の混同を避けるため「確」と「本」をグリッド名の先頭に付した。

(2)表又は本文中の〔 〕は現存値， （ ）は復元推定値を表している。

(3)その他，本資料に関する注意事項について，第 l章第 5節に付記した。

10 本遣跡の発掘調杏に伴う出土品及び図面，写真等の記録類は八千代市教育委員会で保管している。



H 次

例言目次

第 I章 遺跡と調資の概要・・・...................................................................................................1 

第1節調究に至る経緯・.....................................................................................................1 

第2節 遣跡の立地と調究の概要・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・ 1

第3節周辺の遺跡・...........................................................................................................3 

第4節 確認調究の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

第5節本調査の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

第1I章縄文時代の概要.........................................................................................................9 

第1節 遺構・・・..................................................................................................................9 

1 炉穴・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・10

2 土坑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・18

第2節 遺物包含層と出士遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19

1 早期前葉（撚糸文系土器群） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19

2 早期中菓・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20

3 早期後葉（条痕文系士器群） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21

4 土製品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29

5 中期・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29

6 石器・・・・・・・・・・・・・・・'.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30

第皿章 その他の時代の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

第1節 古墳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

第2節土坑.....................................................................................................................33 

第3節 その他の検出遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35

第4節縄文土器以外の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36

第W章 まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37

報告書抄録 巻末

図 版 H次

図版1 確認調査状況・表土掘削状況・遣構検出状況・包含層調企状況•本調査区完掘状況等

図版2 06・07・08・11・12・13・19・23・24・14号遣構

図版3 16・18・19・04・20号遺構 ・01・02・22号遺構

図版4 03号遺構・ 下高野新山古墳•本N2グリッド遣物出土状況・方形周溝状遺構・竪穴住届跡

図版5 06・07・08・09・11・12・13・19・23・24・14・15・17・21号遺構出土遺物

図版6 縄文土器1(早期前菓）・縄文土器2(早期中莱）・縄文土器3, 4 (早期後葉1, 2) 

図版7 縄文土器5,6 (早期後葉3,4)・ 縄文土器7(早期底部）

図版8 縄文土器8(円形土製品）・縄文土器9(中期）•石器• その他の遺物



第1図 下高野新山遺跡と周辺の縄文時代早期の主な遺跡

● 遺物散布地

1郷遺跡 2保品庚塚遺跡 3上谷遺跡 4栗谷遺跡 5境堀遺跡 6. 向境遺跡 7道地遺跡 8. 間見穴遺跡 9. 真木野向山遺跡

10. 瓜ヶ作遺跡 11. 本郷遺跡 12. 桑橋新田遺跡 13. 麦丸遺跡 14. ヲサル山南遺跡 15. 芝山遺跡 16.内野南遺跡 17. ヲイノ作遺跡

18. ヲイノ作南遺跡 19. 内込遺跡 20.JII崎山遺跡 21. 浅間内遺跡 22. 沖塚遺跡 23. 新林遺跡 24. 上座貝塚 25. 作畑遺跡

26. 先崎西原遺跡 27. トケ前遺跡 28. 松崎N・V遺跡 29. 松崎III遺跡 30. 船尾白幡遺跡 31. 逆水遺跡 32. 高津新田遺跡



第 I章遺跡と調在の概要

第 1節調査に至る経緯

昭和61年4月11日，医療法人 心和会から八千代市下高野字新山552他の面積ll,062.97rriの区域に病院建

設を目的として「埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて」の照会が提出された。

照会を受けた八千代市教育委員会（以下「市教委」という。）が現地踏査を行ったところ，照会地は周

知の遺跡の範囲内ではあったが，現況が山林であり遺物の散布を確認することができなかった。

そのため，同年5月8日及び6月5日に試掘調査を実施した。調査はトレンチを9ヶ所，約94rriを掘削し実

施した。その結果，縄文時代早期の土器等が出土し，遺構も確認された。また，塚状の土盛りの周囲で周

溝らしき落ち込みも確認した。市教委は千葉県教育委員会（以下「県教委」という。）にこれらの状況と

意見を付して報告した。同年6月17日，県教委から照会地の全域について，縄文土器及び土師器の包蔵地

と古墳l基の埋蔵文化財が所在するとの回答があり，その旨，照会者に伝達した。

昭和61年6月2日，当初の照会区域に一部追加があり，変更されたll,590rriの区域に対して，文化財保護

法（以下「法」という。）第57条の2第1項の規定による土木工事の発掘届が医療法人 心和会から提出さ

れた。事業者との協議で，遣跡の状況を把握するための確認調査を実施することとなり，事業者から委託

を受けた八千代市遺跡調査会が照会区域に対して，法第57条第1項の規定による埋蔵文化財発掘届を同年7

月4日市教委に提出し，準備の整った同年8月8日に確認調査を開始し， 9月12日に終了した。

確認調査の結果，縄文時代の土坑3基，方形周溝状遺構l基，古墳1基，古墳時代竪穴住居跡2軒，中世以

降の土坑l基，時期不明の土坑1基，縄文時代早期（条痕文系土器）の土器多数と土師器若干を確認した。

これらの確認調査の結果に基づき，古墳l基を含む約4,000rriに対して保存すべき埋蔵文化財が所在すると

する県教委からの通知を事業者に伝達した。

事業者と協議を重ねた結果，病棟建設区域について記録保存のための調査を実施し，それ以外について

は現状保存することとなった。また，新たに開発に追加された区域についても，本調査時に，あわせて確

認調査をすることとなった。遺跡調査会は記録保存する区域約1,300rriに対して，昭和61年9月128法第57

条第1項の規定による埋蔵文化財発掘届を提出し，準備が整った同年10月14日に本調査を開始した。

追加された区域604.82rriは，本調査期間中の11月15日から確認調査を実施した。

第2節 遺跡の立地と調査の概要

八千代市は千葉市の中心部まで約13km, 都心までは約30kmの距離にある。

下高野新山遺跡は八千代市の東部に位置し，佐倉市との市境を流れる高野川の左岸，下高野の台地上に

所在する。

高野川は佐倉市井野周辺に源を持ち，印脂沼水系に属する。水源には成田街道（国道296号線）の近く

に所在する加賀清水もそのひとつとなっている。川の流れは南から北に流下し，周囲の流れを集め，下高

野付近で流れを東に向ける。また，この付近で名前を小竹川に変えて，印巖沼に流れ込んでいる。

下高野では西方から西谷津•森下谷津が高野川と合流する。この合流地点付近を形成する地形面は谷津

の右岸を下総上位面，左岸を下総下位面と区分されており（参考文献13), 下高野新山遺跡は左岸の下総下

ー



第 I章遺跡と調査の概要

ー下高野新山遺跡一調査区域 1/20,000 

位面の標高24m前後の台地上平坦面に立地している。（第2図）

本遺跡の調査は本報告書掲載区域が最初の調査区域であり，その後，同一の開発事業により周囲に拡張

され，平成20年時点で5回の確認調査と4回の本調査が実施されている。

第2次の確認調査は， 1次調査区の東側隣接区域の1,408面で，昭和63年12月12日から同月15日まで行わ

れた。土坑5基竪穴住居跡1軒が確認され，主に縄文時代早期の条痕文系の土器が出土した。

3次確認調査は1次調査区と2次調査区の北側に隣接する区域で2,895面が対象となった。調査は平成元年

9月1日から13日まで行われた。土坑が2基，縄文時代早期の条痕文系の土器が出土している。

2次本調査は1次の調査区と2次の確認調査区にまたがる区域，約1,200面が対象となり，平成6年9月27日

から11月25日まで行われた。遺構は炉穴29基，土坑27基，縄文時代の竪穴住居跡1軒，古墳時代後期の竪

穴住居跡l軒が検出されている。遺物は旧石器時代のナイフ形石器，縄文時代早期の条痕文系の土器が多

く出土し，石鏃や磨石も出土した。また，古墳時代の土師器や士玉も出土している。

4次確認調査は1次本調査区の南側に隣接する1,530面の区域に対して，平成13年3月19日から同月26日ま

での期間実施された。縄文時代早期の土坑22基が検出され，縄文時代早期の条痕文系の土器や同中期の阿

玉台式土器などが出土している。調査の結果，区域内696面に遺跡が所在すると判断された。

3次本調査は4次確認調査の結果による696面が対象となり，平成13年5月148から6月25日まで行われた。

縄文時代の竪穴状遺構1基，土坑21基，歴史時代の土坑1基が検出され，縄文時代早期の条痕文系の土器や

2
 



第 3節周辺の遺跡

士師器などが出土している。

5次確認調壺は1次確認調壺区の北側に隣接する4,985mの区域に対して，平成18年7月278から8月21日

まで実施された。竪穴状遺構1基や士坑3基などが検出され，縄文時代早期の条痕文系の土器が少量出士し

た。この確認調究の結果により， 30rrlの区域に対して4次本調在が同年9月1日から12日まで行われ，縄文

時代中期の竪穴状遺構1基が調査されている。

第3節周辺の遺跡

本遺跡で検出された遺構・遺物が縄文時代早期を主体としているので，本節では当該期を中心とした周

辺の遺跡について概観する。

本遺跡の北西約1.5kmの印靡沼南岸には上谷遺跡3), 栗谷遺跡4), 境堀遺跡5), 向境遺跡6)などが集中し

て所在している。上谷遺跡は稲荷台式を中心に，井草 I式から花輪台式までの遺物が出土している。沈線

文土器もわずかにみられるが，条痕文士器が多量に出土している。野島式を主体として茅山下層式までの

第3図 第1次の調査区域とその他の調査地点 ゜
50m 100m 

1/2,500 

亡コ第1次確認調査区域 ビ戸］ 第2次確認調査区域 二第2次本調査区域

冒璽第1次本調査区域 巨コ 第3次確認調査区域 巳第5次確認調査区域

亡コ 第1次確認調査追加区域 [IIJ] 第4次確認調査区域 ロコ第4次本調査区域
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第 I章遺跡と調査の概要

土器がみられる。条痕文期の遺構として，竪穴住居跡2軒，土坑約130基，炉穴が360基以上検出されている。

また，条痕文土器が混入する貝ブロックも検出されている。栗谷遺跡は，上谷遺跡と同一の台地の北西側

に立地している。井箪・ 夏島式の土器も出土しているが，野島式を中心とする条痕文土器の出上が多い。

また， 40某ほどの炉穴が検出されている。谷津を隔てて北側に所在する境堀遺跡では撚糸文期の稲荷台式

から花輪台式の土器が出土している。また，条痕文期では子母口式から茅山下層式まで出士し，鵜ヶ島台

式を中心としている。炉穴は5某が検出されている。向境遺跡は同一の台地の南側に立地し，撚糸文期の

花輪台式を主体として，稲荷台式から平沢式まで出土している。条痕文期は鵜ヶ島台式が主体のようであ

るが， 11基の炉穴も検出されている。これらの早期の遺構遺物は台地先端の小範囲にまとまって検出され

ている。

本遺跡から北西方向に約3.8kmの新川の対岸に間見穴遺跡(8)が所在する。間見穴遺跡では鵜ヶ島台式か

ら茅山下層式の土器を中心に出土している。同時期の竪穴住居跡4軒，竪穴状遺構2基，炉穴14群27基など

多数検出されている。また，貝ブロックも遺構の内外から20ヵ所が検出されている。

周辺には，道地遺跡(7), 真木野向山遺跡(9), 瓜ヶ作遺跡(10)でも条痕文期の炉穴が検出されている。

本遺跡で検出された縄文時代早期中菓の東北地方で出土する明神裏皿式に類似した土器は，市内では近

年ヲサル山南遺跡(14)(参考文献11) でも検出されている。同様の類例は東峰御幸畑東遺跡でも明神裏皿式並

行土器として報告がある。

第4節確認調査の概要

調査の経過 昭和61年8月8日からトレンチの掘削を開始し，同年9月12日に調究を終了した。

調査の方法

遺構や遺物の調企区域内での位置を確定するため，調査区全体に対し平面直角座標IX系による公共座標

を基準に20m方眼のグリッドを組み，この方眼を某準に測定した。杭の名称は東西方向にアルファベット

を用い．南北方向にはアラビア数字により表示し，グリッド名称は北西隅の杭名称をもって表示した。

確認トレンチは各グリッド内に2mx4mのトレンチを4ヵ所設定することを当初の基本とし．必要に応

じて拡張又は追加した。トレンチ名称はグリッド名称に随時枝番を付して表した。

現況で当初より確認されていた古墳は周溝の検出を目的に放射状に任意の位置に任意の規模でトレンチ

を設定し．掘削した。トレンチの名称は掘削順に古墳lトレンチ， 2トレンチ・・と付した。

調査面積は全体の状況を把握するため，調企区域全体の面積の10%を目標に行った。最終的に確認調査

のトレンチは拡張したものも含めて， 121ヶ所となった。掘削面積は1,024rrlとなり，調査対象面積に対し

て8.8%の調査を実施したこととなる。

標高については．公共座標によるグリッド設定時に，数ヶ所設定されているが，記録がなく不明である。

F3-4 
@~ —ー標高~250m

゜
F7-4 

0一標高~25.0m R 

[--
第 I層 暗褐色土を主体とする表土層
第11層 賠黒褐色土層で粒子細かく，ローム粒子を点々と含む
第rn層 ソフトローム層の漸移層

第4図調査区の土層 ゜
2m 

1/80 
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第4節確認調査の概要

A B C D E F G H 
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保存区域
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下高野新山古墳 1ト
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X=-28.400 

4
 

5
 

8 
X=-28.500 

I □ ~ 保存区域

亡埋蔵文化財所在区域 第5図確認調査のトレンチ配置と遺構検出状況

遺構確認面と土層

遺構の確認面はソフトローム面まで下げれば確実に認識できたが，掘削により遺構そのものが消滅する

0 20m 
I I I 

1/1,000 

可能性があり， II層中からもかろうじて検出することができたものについては，検出された層位を遺構の

確認面とした。土層の観察と記録は南北・東西方向とした。南北方向はEとGの杭ライン，東西方向は5

と6の杭ラインの土層を観察し，実測し記録した。

確認調査の成果

確認調壺により，縄文時代の土坑3基古墳時代と推定された竪穴住居跡が2軒，古墳l基，時期不明の

士坑2基方形周溝状遺構l基を検出した。

出土遣物は縄文時代早期後薬の条痕文系の土器が大半を占めていた。この時期の土器の散布は調企区全

体から出土する状況は確認されていたが出上最に濃淡がみられた。また，その他に土師器片も少量出土

していることが確認された。
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第I章遺跡と調査の概要

第5節本調査の概要

調査区域

確認調資の結果から，遣構が検出された c区， e区の2ヶ所と，縄文時代早期後菓の条痕文系の土器が

比較的濃密に出土する a区， b区， d区（第5図）の3ヶ所の遺物包含層区域の合計5ヶ所に埋蔵文化財が所

在すると判断された。このことを基として事業者と協議の結果，病院建設工事の進捗とを考慮して，病棟

建設範囲に記録保存区域を限定し，その他の区域については駐車場や運動場として現状保存とすることと

なった。その結果 a区と b区の一部及びc区の面積1,300面が本調査による記録保存の対象とされた。

調査の方法

本調査区域は a区と b区の一部からなる縄文時代早期の他含層の調企を中心とする区域と遺構が単体で

検出されている c区の2ヶ所からなっていた。そのため， a区と b区の一部については遺物の出士状況を

詳細に把握するため，グリッドを4m単位で区切ることとし，基準は確認調査と同様に平面直角座標IX系

による公共座標とした。本調査区域内の杭名称は東西方向にアルファベットを用い，南北方向にはアラビ

ア数字により表示し，グリッド名称は北西隅の杭名称をもって表示した。確認調査と本調査で同様のアル

ファベットとアラビア数字を用いたため，グリッド名称だけでは確認調査か本調査か区別ができない場合

があるため，例言で本書の表記方法について定めたように本文中のグリッド名称の前に「確」・「本」を

挿入している。また， c区については遺構単体であるため特に本調査のためのグリッド名称は付けず，確

認調査のグリッドを用いて調査を実施している。

遺物の包含層調査区は遺構の確認面が1I層中にあり，また 1I層自体が遺物蝕含層として調査対象になっ

ているため，重機による表土剥ぎを 1I層上面で止めている。しかし，遺構単体の調企区である c区につい

ては皿層上面まで表土剥ぎを行っている。

＊本書及び本遺跡資料の取扱いについての参考事項

1 標高は， BM  (ベンチマーク）の標高の記録がなかったため， BMからの＋ーでのみ表記せざるを得なかった。

さらに， BMが複数存在しており，実測に使用したBMも不明なため相対的な高低差も表すことができなかった。

しかし，図面上に標高の記載がある場合にはそのとおり記載した。

2 17Pの出土遺物は，現地調査で16P内出土として取り上げているが，図上において17P内から出土していたことが

確認されたため，本報告書では確認したとおりに変更して扱った。しかし，遺物の注記は「16P」のままである。

3 追加確認調査のトレンチは現地調査で「lトレ」～「3トレ」とラベルに記されていたが， トレンチの位置を特定

できなかったため，やむなく確認調査のトレンチに順次当てはめた。注記はそのままである。

4 確認調査で多星の遺物が出士したトレンチがあったが，調査が不可能な区域のグリッド表示であったため，誤記

と判断し「表採」として扱った。注記は横線で消しているが元のままである。

5 遺構の平面実測図中にセクションポイントの記載のないものが多々あったが，遺構の堆積状況を把握する資料と

して活用するため掲載した。（この場合図中にSPとのみ記載した。）

6 遺構名称は原則現地調壺のまま遺物に注記した。※「1号遺構」は「OlP」とし，遺構の性格上の区分をしていない。

調査の経過

本調査は，調在準備が整った昭和61年10月14日に開始し，同年11月17日すべての調査を完了し，現地を

撤収した。整理作業は平成20年1月15日から平成20年12月25日まで実施した。
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第 1章遺跡と調査の概要

第1表 下高野新山遺跡 第1次本調査検出遺構一覧表 〔〕現存または調査区域内で計測できた計測値・（）復元推定値

遺構名称 略称 種別
位置 規模(m)

平面形態 主軸方位 燃焼蔀 時代・ 時期 備考（グリッド名称） 長軸 短軸 深さ

1号遺構 OlP 地下式坑 本El3 2.60 2.18 0.89 胴張り方形 (N 2°E) 中世 入り口方向不明

2号遣構 02P 地下式坑 本110・MlO 3.58 2.82 1.64 胴張り長方形 N 35°W 中世 段差深さ120m

3号遺構 03P 地下式坑 本E9・F9 2.04 1.34 1.05 楕円形 N0.5°W 中世 段差深さ約0.84m

4号遺構 04P 土坑 本F8 1.54 1.60 0.36 円形 縄文 炭化材検出

6号遺構 06FP 炉穴 本Dl2 220 0.90 0.26 長楕円形 S 46°E 1 縄文早期後葉

7号遺構 07FP 炉穴 本D12 1.86 0.74 0.22 長楕円形 S 16°E 2 縄文早期後葉

8号遺構 08FP 炉穴 本N5 1.50 0.72 0.26 長楕円形 S 85°W 1 縄文早期後葉

9号遺構 09FP 炉穴 本N5 〔0.92〕 0.82 0.38 長楕円形か (S 82°E) なし 縄文早期後葉 半分以上未掘

11号遺構 llFP 炉穴 本N5 2.12 0.96 0.34 変則長楕円形 (S 45°E) なし 縄文早期後葉

12号遺構 12FP 炉穴 本N5 1.70 0.70 0.24 変則長楕円形 (S 71°W) なし 縄文早期後葉

13号遺構 13FP 炉穴 本Ell 1.60 0.88 0.40 長楕円形 N 78°E 1 縄文早期後葉

14号遺構 14FP 炉穴 本12 2.28 0.86 0.24 長楕円形 S 87"W 1 縄文早期後葉

15号遺構 15FP 炉穴 本K2 2.46 0.86 0.28 長楕円形 S 65°E 2 縄文早期後葉

16号遺構 16FP 炉穴 本Fll 1.56 0.68 0.10 長楕円形 N 25°W 1 縄文早期後葉

17号遺構 17FP 炉穴 本Gll 1.95 0.66 0.30 長楕円形 (N 30°E) なし 縄文早期後葉

18号遺構 18FP 炉穴 本Hll 2.42 0.94 0.34 長楕円形 (N 17°W) 1 縄文早期後葉
燃焼部中央のため方位
は仮方向とした

19号遣構 19FP 炉穴 本Ell (2.20) 1.00 0.44 長楕円形 S 55°E 2 縄文早期後葉

20号遺構 20P 土坑 本H4 1.14 1.23 0.28 円形 縄文 中央焼土化

21号遺構 21FP 炉穴 本H2 1.52 0.80 0.24 長楕円形 (S 23°E) 2 縄文早期後葉
両端に燃焼部があるた
め方位は仮の方向

22号遺構 22P 地下式坑 確H4-4・拡張 2.06 1.24 0.94 楕円形 N 18°W 中世 段差深さ約0.60m

23号遺構 23FP 炉穴 本DlO・D11 (1.50) 0.80 0.30 長楕円形か N 76°E 1 縄文早期後葉 24-2FP重複

24号遺構 24-lFP 炉穴 本D10 1.42 0.80 0.42 長楕円形 N 85°W 1 縄文早期後葉 24-2FP重複

24-2FP 炉穴 本DlO・Dll (1.60) 0.90 0.44 長楕円形 s 8°W 1 縄文早期後葉 23FP, 24-lFP重複

その他の検出遣構

古墳 方墳か 確D1 (20.00) (20.00) 〔1.50〕 方形 古墳時代 周溝の形状で判断

方形周溝 方形周溝 確F6・F7 (9.50) (9.50) (0.50) 方形 約55゚傾 不明

竪穴住居 竪穴住居 確B5-l 6m以上 6m以上 方形か 約45゚傾 不明

土坑 士坑 確A5-4 約1.50 約1.40 円形 不明

土坑 土坑 確E7-2拡張 約1.35 約1.00 円形 不明

＊炉穴の主軸は燃焼部に向かう長軸を主軸として捉え，方位を計測した。ただし，燃焼部がない場合には仮の方位として（ ）をつけて記載した。
＊地下式坑の主軸は入り口と見られる段差がある短軸を主軸として捉え，入り口の段差から内部に向かう方向の方位を計測した。
*5号遺構・ 10号遺構は欠番である
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第II章縄文時代の概要

縄文時代の遺構は a区及びb区の一部（以下「本調壺区域」という。）で炉穴17基，土坑2基が検出さ

れている。また，縄文時代の遺物は確認調査及び本調査において4,973点が出土した。出士総数5,159点の

内の約96.4%が縄文時代の遺物で占められていることになる。時期は，早期前葉の撚糸文系土器と中菓の

沈線文系に並行する土器，そして，後葉の条痕文系の土器が出土した。前期に属する土器は確認されてい

ない。中期の土器は前葉の阿韮台式土器，後半の加曽利E式土器が出土している。また，後晩期に属する

土器は確認できなかった。円形土製品は39点確認できたがすべて早期後菓に属するものであった。石器は

石鏃2点のほか打製石斧や庖石などが出土している。

確認調査により本調企区域内で土坑が2基検出されていたが，調査の結果，遺構とは判断されなかった。

第 1節遺構

炉穴及び土坑は本調査区域で検出されている。炉穴が17基検出されているが， 4つのブロックに区分で

きる。調査区の南西側に06, 07, 13, 19, 23, 24-1. 24-2号遺構の7基と16. 17. 18号遺構の3基の2つのブ

ロックがある。北東側に08, 09, 11. 12号遺構の4基，北側に14, 15, 21号遺構の3基がそれぞれまとまり

をもって検出されている。その他士坑が調企区中央で04,20号遺構の2基が検出されている。

Y
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第II章縄文時代の概要

1 炉穴

06号遺構 (06FP) (第8,9図・図版2-1. 2-2, 5-1) 

位置本D12グリッド

形状長楕円形

規模 （長） X (幅） X (深さ） 2m20cm x 90cm x 26cm 

主軸方位 S46°E 

土層 土層の変化が乏しいが，自然埋没であろうか。北西端側に粘土の混入が多くみられる。

内部構造 南東側の底面に厚く焼土化した燃焼部を持つ。

遺物出土状況 59点出土。撹乱を受けており一部は元の位置にない。内訳は条痕文土器片57点，須恵器l

点黒曜石剥片(14)I点である。南東側の燃焼部側に多くの遺物が出土する傾向がみられた。燃焼部上

面で(1), (2)が半完形で出土する。 (13)は円形土製品である。

07号遺構 (07FP) (第8,9図・ 図版2-3,5-2) 

位置本Dl2グリッド 規模（長） X (幅） X (深さ） lm86cm x 74cm x 22cm 

形状長楕円形 主軸方位 S 16°E 

上層 覆土は浅いが，自然埋没であろうか。

内部構造 南東側先端の底面に焼土化した燃焼部があり，中央部底面も焼土化し，燃焼部であろうか。

遺物出土状況 8点出土。すべて条痕文土器片である。ほとんど中央の焼土付近の直上から出土する。

08号遺構 (08FP) (第10, 11図・ 図版2-4.5-2) 

位置本N5グリッド 規模（長） X (輻） X (深さ） lm50cm x 72cm x 26cm 

形状長楕円形

士層 自然埋没とみられる。

内部構造 西側先端の底面に焼士化した燃焼部を持つ。断面形状が箱状を呈している。

主軸方位 S85°W 

遺物出士状況 57点出士。すべて条痕文土器片である。出土位置は全体に分散しているが，上層からの流

れ込みと推定される。

06号遺構(06FP)

B'0 

14 2 
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• L--0.50m 

07号遺構(07FP)
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SP 

06FP 
1層暗褐色士 粘土多い，炭化粒わずか，焼土粒子少

量 しまり良く，粘性強い
2層 暗黄褐色土焼士粒子わずか，ローム粒子少量，炭

化粒子 しまり良く，粘性強い
3層暗褐色土 焼土粒子多量，以下 1層と同じ
6層 暗褐色士 焼土粒子わずか，ローム粒子わずか

しまり良く，粘性強い

-~7層暗褐色士 焼土粒子なし，ローム粒子わずか し
まり良く，粘性強い

8層暗褐色土 焼土粒子多量，ローム粒子わずか し

まり良く，粘性強い

'］j 〗゜］↑〉
Ce~'L~-0.60m~ C 〇

三—ノ
1 3 4 

第8図 06・07号遺構

07FP 
1層黄褐色土 ローム粒子多い，黒色土斑状少量 し

まり良く，粘性強い
2層 黄褐色士 1層に同じだが，黒色土わずか

3層 黄褐色土 1層に同じだが，焼土粒子わずか
4層暗褐色土 ローム粒子・ブロック，焼土粒子わず

か しまり良く，粘性強い

5層 暗褐色土 4層に同じだが，焼土粒子多い
7層暗黄褐色土焼士粒子わずか
8層暗褐色士 ローム粒子少量，焼士粒子少量

9層暗褐色土 ローム粒子多量，焼土粒子多量
10層暗褐色土 ローム粒子少量，ややしまりに欠ける
11層 暗黄褐色土 ローム粒子少量，焼士粒子少量

゜
2m 

1/60 
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第 1節遺構
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09号遺構 (09FP) (第10, 11図・ 図版5-3)

位置本N5グリッド 規模（長） X (幅） X (深さ）〔92cm〕x82cmx38cm 

形状半分程度調査，長楕円形状か 主軸方位 (S 82°E) 

士層 自然埋没であろう。

内部構造 全体は不明。検出された部分で燃焼部はみられない。

遺物出土状況 8点出土し，すべて条痕文土器片である。下層から上層までまばらに出土。 (1)は波状口縁

の波状部の破片で，細隆起線文で区画し，集合沈線を充填する。

11号遺構 (11FP) (第10, 11図・図版2-5,5-3) 

位置本N5グリッド

形状変則な長楕円形状

規模 （長） X (幅） X (深さ） 2m12cm x 96cm x 34cm 

主軸方位 (S 45°E) 

土層 全体に同質の土層であり．人為的埋め戻しの可能性もある。

内部構造 底面に燃焼部を確認できなかった。

遺物出土状況 遺構内からは24点出土し，すべて条痕文土器片であったが，擦痕のみのものも含まれてい

る(8)。(10), (11)は遺構外から出土，遺構と判断されなかった10号遺構から出土したものである。
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第II章縄文時代の概要

08号遺構(08FP) ．
 

B
.
 

RA. 。A' •A'(1>

.
B
 

ロ
・
ー
息
．
oー

1
1
T

ー
。

,
8
 

8
 

SP SP ·~〗□二。,.,_

09号遺構(09FP)

R 

08FP 
1層暗褐色士 ローム粒子少量 しまり良く．粘性強い

2層 暗黄褐色土焼土粒子少量，ローム粒子少量．しまり良く．

粘性強い

3層暗褐色土 炭化粒子少量．焼土粒子わずかややしまりに

欠ける
4層 暗黄褐色士 ローム粒子斑状に多量 しまり良く，粘性強い

5層暗褐色土 ローム粒子多量 しまり良く，粘性強い

6層 暗黄褐色土焼土粒子少量．ローム粒子わずか

SP 

彎二冒
SP !..1::-o.60m 

>
A' 

11号遺構(11FP) 

09FP 
1層暗褐色土ローム粒子少量 しまりやや欠ける

2層 赤褐色士焼土化したロームを主体とした暗褐色土層，焼土

粒子多い

4層 赤褐色土 2層よりは焼土粒子少量

5層 赤褐色土 2, 4層より焼士化が少なく．オレンジ色である

ほかは同じ

6層暗褐色士焼士粒子少量
,

0
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~s. 

"A .,, 
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ロ
・1

日
・o1
1
1
T

ー
・

• 
V
 

V
 

~"'._ L--0.60m 

B' ． 

SP' ． 

B B' 
•一 L=-0.60m -• 

~ 

11FP 
1層暗褐色士 ローム粒子少量 しまり良く．粘性強い

2層暗黄褐色土焼土粒子わずか しまり良く，粘性強い

3層 暗褐色土 1層に同じだが．黒色土をやや多い．色調暗い

4層 暗褐色土 1層に同じだがしまりに欠ける

5層 暗褐色土 1層に同じだが，焼土粒子少量

6層暗褐色土 焼土粒子多量

8層暗褐色土 ローム粒子多量， 3層より黄色強い しまり良

＜．粘性強い

9層暗黄褐色土ローム粒子多量 しまり良く．粘性強い

12号遺構(12FP)
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第10図 08・09・11・12号遺構 ゜
2m 

1/60 

12号遺構 (12FP) (第10,11図・図版2-5,5-3) 

位置本N5グリッド 規模（長） X (幅） X (深さ） 1 m 70cm x 70cm x 24cm 

形状変則な長楕円形状 主軸方位 (S71°W) 士層不明

内部構造燃焼部は検出されていない。

遺物出±状況 12点出土し，すべて条痕文土器片であった。ほとんどは上層から出土する。
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第1節遺構
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第11図 08・09・11・12号遺構出土遺物

13号遺構 (13FP) (第12, 13図・図版2-7,5-4) 

規模 （長） X (幅） X (深さ） lm60cm x 88cm x 40cm 

主軸方位 N78°E 土層 自然埋没か

内部構造 東側の底面に焼土化した燃焼部をもっ。

遺物出土状況 確認面の形状が不明確なため遺構外の遺物を含む。総数64点出土。燃焼部直上層からの出

士もみられる。条痕文土器が53点，早期中葉に属するものが10点，擦痕のみられる砂岩が1点出土。
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第II章縄文時代の概要

19号遺構 (19FP) (第12,13図・ 図版3-3,5-4) 

位置本Ellグリッド 規模（長） x(幅） X (深さ） (2m20cm) x lm x 44cm 

形状長楕円形北西側の立ち上がりが不明確であり不確実主軸方位 S55°E 士層 自然埋没か

内部構造 東側底面に焼土化した燃焼部をもっ。また，中央部にもより大きな範囲で焼土化面を検出する。

遺物出士状況 一括遺物が10点出土。条痕文土器が7点， 3点は粘土塊であった。口縁部片は条痕のみ。

23号遺構 (23FP) (第12,13図・図版2-7,5-4) 

位置本DlO・D11グリッド 規模（長） X (幅） X (深さ） (lm50cm) x 80cm x 30cm 

形状長楕円形状としたが，西側は24-2FPと重複しており不明 主軸方位 N76°E 土層 一部調査

内部構造東側底面が焼土化した燃焼部をもっ。

遺物出土状況 一括遺物が12点出土。すべて条痕文土器であった。ほとんどが条痕のみの破片である。

24号遺構 (24-1, -2FP) (第12,13図・図版2-7,5-4) 

24-1FP 位置本D10グリッド 規模（長） X (幅） X (深さ） lm42cm x 80cm x 42cm 

c・ • 24-1 FP 

13FP 

R 

19FP 
1層暗黄褐色土ローム粒子多量 しまり良く，粘性強い

2層暗黄褐色士 ローム粒子斑状多量 しまり良く．粘性強い

3層暗褐色土 黒色土斑状少量，焼土粒子少量．ローム粒子少量 しまり

良く，粘性強い

4層暗褐色土 ローム粒子少量，焼士粒子わずか しまり良く．粘性強い

20図7
5層暗褐色土 ローム粒子少量焼土粒子少量 しまり良く，粘性強い

6層暗黄褐色土 ローム粒子多量焼土粒子多量，ローム斑文状に少 しま

り良く，粘性強い

7層 暗褐色土 6層に同じだが，ロームが少量で色調暗い

8層暗褐色土 ローム粒子少量，焼士粒子少量 しまり良く，粘性強い

SP 19FP SP' •— L--0.60m 

~~ 
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A 
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4
 

13FP 
1層 暗褐色士 ローム粒子斑状にわずか， しまり良く，粘性強い

2層暗褐色土 ローム粒子少量

3層暗褐色土 ローム粒子少量

4層暗黄褐色土ローム粒子少量

5層暗褐色土 黒色土斑状に少量，ローム粒子少量，ロームプロ

ックわずか．焼土粒子少量

6層 暗黄褐色土 ローム粒子わずか

7層暗褐色土 黒色土斑状少量，ローム粒子多量

こ 23FP 
8層 暗黄褐色土ローム粒子少量，炭化粒子わずか

9層 暗褐色士 ローム粒子少量炭化粒子わずか

10層 暗褐色土 ローム粒子多量炭化粒子わずか
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第 1節遺構

形状 長楕円形状としたが，やや寸詰まり。南側から24-2FPが重複，前後関係は不明である。

主軸方位 N85°W 土層不明 内部構造西側底面の大半が焼土化し，大きな燃焼部をもっ。

24-2FP 位置本DlO・D11グリッド 規模（長） X (幅） x(深さ） (1 m60cm) x 90cm x 44cm 

形状 長楕円形状としたが，北側に24-lFP, 東側から13FPが重複，前後関係は不明である。

主軸方位 S8°W 士層不明 内部構造南側底面が焼土化し，燃焼部となる。

遺物出土状況 一括遺物20点出土。 24FPのいずれに属するかは不明。大半は条痕文のみの土器片，口縁

部(1)は口唇に刻みがみられる。

14号遺構 (14FP) (第14, 15図・図版2-8,5-5) 

位置本 12グリッド 規模（長） X (幅） X (深さ） 2m28cm x 86cm x 24cm 

形状長楕円形状 主軸方位 S87°W 土層自然埋没したものと推定される。

内部構造東側底面が一部焼土化しており，燃焼部となる。

遺物出土状況 24点出土。ほとんどすべての遺物が燃焼部側の上層から出土する。黒曜石片(8)の1点のほ

かはすべて条痕文のみの土器片である。

15号遺構 (15FP) (第14, 15図・図版5-5)

位置本K2グリッド 規模（長） X (幅） X (深さ） 2m46cm x 86cm x 28cm 

形状長楕円形状 主軸方位 S65°E 士層自然埋没したものと推定される。

内部構造 南東側底面が焼土化した燃焼部をもつ。中央部にもやや小さい焼土化した部分を検出する。

遺物出土状況 21点出土。多くが中央上層から出土. 2点のみ南東端の燃焼部直上層から出土する。ほと

んどが条痕文土器片である。
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第1I章縄文時代の概要

14号遺構(14FP)
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A • L=-0 .. 40-m • - -

B 
SA'L--0.40m ． 

15号遺構(15FP)
7 6 5 

s・ 

叶

>
． 

~A•-(( 丸C?<J\-•A >． 4 
B 

§巴 L--0.50m S. P A • L=-0.50m A． ' 

一ー
16号遺構(16FP)・17号遺構(17FP)

|
L
jー．

B
'
L
=ー

0.50m

．
 

rー

B゚ 

6
F
P
 

S
A
 
L
=ー

0.50m

S
A
'
 

．

．

 

A L=-0.50m A' ． R 
',-

18号遺構(18FP)

16FP 

G11 

14FP 
SA-SA' 

1層暗褐色土 ローム粒子少量 しまり良

く，粘性強い

2層 暗褐色土 1層に同じ，炭化粒子わずか

3層 暗黄褐色土暗褐色土斑状わずか，ローム

粒子少量 しまり良く，粘性

強い

4層赤褐色土 焼土化したローム粒子主体，

暗褐色士少量

SB-SB' 
1層暗褐色土 黒色土わずかローム粒子わ

ずか しまり良く，粘性弛い

2層暗褐色土 ローム粒子わずかしまり良

く，粘性強い

以下土層説明なし

15FP 
1層暗褐色土 ローム粒子斑状わずか しま

り良く，粘性強い

2層暗褐色土 ローム粒子斑状少量 しまり

良く，粘性強い

3層 暗黄褐色土焼土粒子わずか，ローム粒子

少量 しまり強く，粘性強い

4層暗褐色土 ローム粒子わずか，焼土粒子

わずか しまりやや欠ける，

粘性強い

5層暗黄褐色土 しまり良く，粘性強い

6層暗黄褐色士ローム粒子少量 しまり良

く，粘性強い

16FP 
1層暗黄褐色土 しまり良く，粘性強い

2層暗褐色土 ローム粒子わずか しまり良

く，粘性強い

3層黒色士 暗褐色士斑状少量，ロームが

シミ状に混入 しまり良く，

粘性強い

4層暗褐色土 ローム粒子少量，焼土粒子少

量 しまり良く，粘性強い

5層 暗褐色土 4その同じ，焼士粒子多量

，
 

A

・

｀ 
B'• 

B' A• •— L--0.50m 

<Ci 

B 

! 
． 

B ． く・I 

21号遺構(21FP) 

21FP 
SB-SB' 

1層暗褐色士 ローム粒子少量．炭化粒子多量 しまり

良く，粘性やや欠ける

2層暗褐色土 ローム粒子斑状にわずか

3層暗黄褐色土ローム粒子多量

4層暗褐色士 ローム粒子斑状多量

SA-SA' 
1層暗褐色土

SB' ． 

｀ 
SA'• 

． 
SB 

s~:___ L--0.40m 

•B 

SA ． 

」／
．

．

 

.
8

日
写
・oー

11'I

8
 

/

|

 

.欲
_
|
s等
・oー

1
1
T
C
D
5

2層暗褐色土

3層暗褐色土

4層暗褐色土

5層暗褐色土

6層暗褐色士

7層暗褐色土

8層暗褐色土

9層暗褐色士

10層暗褐色土

讐
第14図 14・15・16・17・18・21号遺構

ローム粒子斑状に少量，炭化粒子わずか

しまり良く，粘性なし

1層に同じ，焼土粒子少量

1層に同じ，焼土粒子わずか

ローム粒子多量焼士粒子多量

ローム粒子斑状に多量

ローム粒子わずか

焼土粒子少量，ローム粒子わずか

焼土粒子多量

ローム粒子斑状に多量

ロームプロック

゜
2m 

1/60 
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第1節遺構

16号遺構 (16FP) (第14, 15図・図版3-1)

位置本Fllグリッド 規模（長） X (幅） X (深さ） lm56cm x 68cm x 10cm 

形状長楕円形状 主軸方位 N25°W 士層自然埋没か。

内部構造北西側底面に焼士化した燃焼部を検出する。 遺物出t状況 出土遺物なし。

17号遺構 (17FP) (第14,15図・図版5-5)

位置本Gllグリッド 規模（長） X (幅） X (深さ） 1 m 95cm x 66cm x 30cm 

形状長楕円形状 主軸方位 (N30°E) ± 層不明

内部構造燃焼部は検出されなかった。

遺物出±状況 41点出土。上層からの出土が多い。礫l点，他は条痕文土器片である。

18号遺構 (18FP) (第14,15図・ 図版3-2)

位骰本Hllグリッド 規模（長） X (幅） X (深さ） 2m42cm x 94cm x 34cm 

形状長楕円形状 主軸方位 (Nl7°W) 土層不明

内部構造 中央部で底面が焼土化しており，燃焼部とみられる。 遺物出±状況 出土遣物なし。

21号遺構 (21FP) (第14,15図・図版5-5)

位置本H2グリッド 規模（長） X (幅） X (深さ） lm52cm x 80cm x 24cm 

形状長楕円形状 主軸方位 (S23°E) ± 層自然埋没であろうか

内部構造 南端と北端の底面が焼土化し，両方とも燃焼部か。 遺物出土状況 11点出土。条痕文士器片。
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第1I章縄文時代の概要

2 土坑

土坑は本調査区域の中央から2基検出されている。 04号遺構は遺構内からの出土遺物はみられないので，

時期を特定する根拠はないが，調査時の所見により，縄文時代の所産とした。

04号遺構 (04P) (第16図・図版3-4)

位置本F8グリッド

形状円形断面は皿状

規模 （径） X (径） X (深さ） lm54cm x lm60cm x 36cm 

上層不明

内部構造 燃焼部などは検出されていない。

遺物出t状況 底面から炭化材が出土したが，その他に出土遺物ない。

20号遺構 (20P) (第16園・図版3-5)

位置本H4グリッド

形状円形断面は皿状

規模 （径） X (径） X (深さ） lm14cm x lm23cm x 28cm 

士層土層説明不明

内部構造 土坑中央の底面に焼土化した範囲がみられる。

遺物出土状況 一括出土遺物2点出土。いずれも条痕文土器片であった。

04号遺構(04P) A' 

R 
占

B' L--040m B <(' I 

゜~ ― 

20号遺構(20P)
B' 

門＼ 易eI 入
R 

A•----f _j+-•A' 

fl) 8 >
o. rJJ' I 

OJ• 
• B 

゜
2m 

A' 
1/60 

令 L--0.40m 

.~ 
塵璽炭化材

~ 焼士化

゜
6cm 

1/3 

第16図 04・20号遺構
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第2節 遺物包含層と出土遺物

第2節 遺物包含層と出土遺物

確認調査及び包含層の調査において出土した縄文土器は，総数で4,973点である。そのうち早期に属す

る土器は4,895点，縄文土器に占める割合では約98.4%となる。また，中期の土器は19点，約0.38%を占め

ている。前期，後期，晩期の土器は検出されていない。石器及び礫は141点出土しているが，石鏃や石斧

などの石器は10点しかなく，残りはすべて礫であった。

出土状況は土器の数量をグリッドのアミの濃淡により表示した。土器の大小やグリッドの広狭があり，

単純には比較できないものの，全体的な傾向を把握するため便宜的に用いた。しかし，早期中葉は遺物量

が少なく，出土範囲も狭かったので，出土地点周辺を拡大して，出土地点をドットで表示した。早期後葉

は包含層調査区域の詳細な傾向を把握するため，出土地点の全点をドットで掲載した。調査区域の全体的

な傾向は第w章に別途周辺区域の出土状況とあわせて掲載している。

1 早期前葉（撚糸文系土器群）（第17,18図・図版6-1)

この時期に属する土器は76点が確認されている。早期の中では約1.55%と少ない。

出土傾向は，調査区全体からみると，散漫で集中的なまとまりはみられない。この時期の土器が出土し

たグリッドまたはトレンチからは1~2点出土するのが大半であったが確H5-2トレンチ及び本Ellグリ

ッドで5~6点出土していたのが最も多かった。

1~9は口縁部片である。 1~6,8は口唇部で肥厚し，外側に屈曲する。 7,9はほとんど肥厚せずに， 7

はわずかに屈曲し， 9は屈曲が激しい。 1~6の口唇部に単節RLを施文する。 3,5, 6は縄文原体の圧痕を

口縁下に1段または2段に施文する。口縁部下には無文帯をもつものが多く，その下に横走または斜走する

単節RLにより縄文を施文する。 3は無文帯をもたない。 8, 9は無文帯の幅が広い。ただその下は欠損によ

A B C F G H I J K 

R ミg < I 塁

D o点

i 塁出土量凡例 □ 1-3点
2 

眉4-10点

3 
X=-28.400 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

x--28.soo 

゜
50m 

第17図 早期前葉の遺物出土状況 1/1,500 
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第II章縄文時代の概要

り縄文については不明である。 10から27は胴部の破片である。 10, 11は口縁部下に横位または斜位に縄

文を施文する。 12も口縁部直下に縄文原体の圧痕を施文している。 13~27は単節RLまたは撚糸Lを縦に

施文する。 1~6,8, 9は井草 I式， 7は井草II式に相当する。 12は花輪台式， 13は稲荷台式であろうか。

2(確H5-2トレIII層）
3(本K3-27)

8(確F2-2トレ旧層） r'" 
12(本J2-30)

13(確F3-2トレIII層） →" 且
10(確 14-5トレ皿層） 11(本H7-4) 14(本H11-34)

•• D 
18(本 16-16) 19(本02P一括） 勾 1確H5-"： 

［ 彎〗 1 ,・u 
26(確H5-4トレ田層）

27(本D10-17)
21 (確G5-2トレ1I層） 22(本J3-30) 23(本G10-1) 24(本19-27) 25(本02P一括）

゜
6cm 

第18図縄文土器1(早期前葉）
1/3 

2 早期中葉（第19,20図・図版6-2)

早期中菓は沈線文土器群とされているが，本遺跡からは確認されていない。しかし，波状口縁にV字状

押し引き線をもつ一群が出土している。

この一群の土器は，確認された破片数で34点であった。早期の中で約0.69%を占めている。

確認調査時点では全く出土していなかったが，包含層調企により本ClO・Cllグリッド，本DlO・Dll

グリッド，本ElO・Ellグリッド，本FlOグリッドの比較的狭い範囲で出土した。ほとんどが包含層内で

D
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． ， 

13• ． 
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I 
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● 15 

凰
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゜
5m 

第19図 早期中葉の遺物出土状況
1/200 

20 



第2節 遺物包含層と出士遺物

出土しているが， 13FP内からも10点出土していた。（第12図参照）

1は口縁部片， 2~18は胴部片である。周辺から底部片は確認されていない。すべて同一個体と思われる。

1は口唇に沿って先端のとがったエ具により， 2列の連続刺突文を廻らす。刺突は深く，断面形状が三

角形を呈する。その下に同様のエ具で2列の深い沈線を同様に廻らす。この沈線は波状部で短く垂下する。

2本目はこの垂下する沈線の外側に沿って，なぞるように廻る。その下位には地文の表れる無文部を残す。

地文は櫛歯状のエ具により縦位に荒い擦痕で整形される。無文部の下位には口縁部文様と同様のエ具によ

り，深い沈線を3列から4列めぐらす。沈線は断続的に引かれている。内面はていねいにナデ整形される。

2, 3は1の下端でみられた3~4列の横位の断続的な沈線が破片上端に施文される。この沈線の下位に

は6~8本単位で鋸刃状に山形を連結させる。地文には1と同様の荒い擦痕がみられ，内面も同様にていね

いなナデで整形される。 4,5, 17も同様に鋸刃状の沈線部分の破片である。

6~14は2~5の下位に続くものと推測される。地文は前述のものと同様に整形されている。模様構成は

破片上部に横位の2~4本の深い沈線が廻り，その沈線に接するように3本単位の深い沈線で弧線を連続的

に描き，廻る。沈線が深く扶られているため， 12, 13, 14は沈線の部分で折れるように破損している。

15, 16, 18も同様に地文整形され，深い沈線が規則的に廻っている。

胎土は精製された粘土を用いており，白色砂粒がやや多く混人される。焼成は良好である。色調は外面

が橙(5YR6/8), 内面も橙(5YR7/6)が多い。

これらは東北地方で確認される明神裏1lI式土器またはその系統の土器とみられる。
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17(本E10-3)

第20図縄文土器2(早期中葉）

3 早期後葉（条痕文系土器群）（第21-27固・図版6-3-6,7-1-6) 

条痕文系に属する土器は出土した遺物の主体を占めていた。破片数では4,785点が出土し，早期の土器

総数に対して97.75%であった。調査区全体の出土傾向（第36図参照）は確認調杏と本調査区域を単純に比較

21 



第II章 縄文時代の概要

はできないが， 調企区の南半に多く出土する傾向がみえる。

包含層調査区域（第21図）では，北側と南側の両端部に多く出土する傾向がみられる。北側には本H2グリ

ッド，本K2グリッド，本N2グリッドを中心とする3ヵ所で多く出士する。南側では本DlOグリッド，本

F 11・12グリッド．本Hl2グリッドを中心とする3ヵ所で集中的に出土している。また， これら調査区両

端の集中区とは別に中間の区域，本F8グリッドの地点でもやや多く遺物が集中する傾向をみることがで

きた。それぞれの遺物集中区には遺構を伴うブロックもある。本H2ブロックでは21FPを伴い， 14FPに

隣接している。本K2ブロックでは15FPを伴う。本DlOブロックでは13FP・23FP・24FPを伴っている。

本Fll・12ブロックには16FPと17FPが伴い，遺物の出土の広がりはほかのブロックに比較して広い。

19FPは本DlOと本Fllブロックの中間に位置する。本Hl2ブロックでは18FPが隣接する。本F8ブロッ

クでも土坑の04Pが伴っていた。本N2ブロックには調査区域内では遺構を伴っていなかった。

一方， 08FP・09FP・llFP・12FPが検出された本N5グリッドや06FP・07FPが検出された本D12グリ

ッド・ さらに20Pが検出された本H4グリッドでは集中的な遺物の出土はみられない。

出土遺物は，細隆起線文と集合沈線文により文様を構成するもの（第22-23図1-62), 細隆起線文と微隆起

線文との組み合わせで文様を構成しているもの（第23図63-67), 隆起線文と他の要素が加わって文様を構成
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，
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7 

゜
10m 

早期 条痕文系土器 第21図 本調査区域早期後葉土器出土状況 1/400 
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第2節 遺物包含層と出土遺物

nnu 

三
〗r

（
言
さ
]

占
/
こ
翠
ぃ

16(本E12-23)

A
け
一唸
[i;.

式
が
し
i

摩
ぐ
辺

②

t

m

匈
月
日
日
日

ご
日
け
日

2
 

5
 

（
 

8
 

／
叶
汀
り
F

¥
;
9
.
2
1

灌

2

,.`F
f
iむ，

，．

9：
冴
い

4

函
'
9
[••• 

r.

，＇ 

．
．
 唸

2

叶
i
A慮

ダ/“炒心．

9,？
t. 

'，
 

●
9
・ヽ

"'r

•• 
,
 

•• 
罵

r
き
硲

III レト

）

1

6
 門

日
月
畑

6
 

G
 

”

と

ぐ

(

障32

ら/'，

35

f..
，．1

ダ

，
 

.,t 

.
A

知
．．
 

ン．
9

、ぷど，？ぷら

うな，＇、や

9ダ
J
｀
鼠

r＂L
・

ヽ

ダ
4
`々

.
9
.
e
、t.
｀

9
、.

}着，』

ぃヽ；‘’シ

ー；＇．し

9.T・9.， 
疋ヽ

.i
 ~

J
 

｀
 

．．
 守紆

l•ふ
i
^

門
け
け
且

29(確F6-8トレ皿層）

{
|
|
ぃ

D 4 

30(古墳1トレ一括）

33(本112-1)

け
川
は

36(確D7-1トレIII層） 37(確D6-2トレ田層）

第22図縄文土器3 (早期後葉1)

38(確F6-5トレIII層）

O 6cm 
I I I I 

1/3 

23 



第1I章縄文時代の概要

しているもの（第23図68-70), 太い沈線または沈線と集合沈線により文様が構成されるもの（第23図71-74)が

ある。さらに内外面ともに貝殻条痕文のみで文様構成を持たないもの（第24図75-104)や条痕文すらみられ

ず無文ないしは擦痕のみの土器群（第25図105-139)も出土している。

1~62(第22,23図）は細隆起線文で区画を描き，区画内に集合沈線文を充填することにより，文様を表現

している。区画間で集合沈線の方向を変化することや無文帯を入れることにより多様な文様を構成する。

整形は内外面とも条痕文により横位または縦位に整形されているものが多い。無文帯を残すものには条痕

文が残存している。ほとんどの土器の胎土中には多くの繊維が混入されている。

1~23(第22図）は口縁部の破片である。 1~4は平口縁であり，平らに成形された口唇部に竹管により斜位

に刻みを入れる。 4の刻みは逆方向の刻みもみえる。 1,2の集合沈線は細く， 3,4はやや太目のものである。

1には内外面から穿孔されており，補修孔であろうか。 2には外面より途中まで穿孔の跡がみられる。 5~

15も平口縁であるが，平らに成形されていても口唇部に刻みを付さない。 9~11の集合沈線は太<. 11の

沈線はヘラ状工具を斜めにして太めの沈線を施文する。 13, 14の細隆起線文は曲線的に文様構成をする。

特に14は縦位の2本の細隆起線文が口縁から突出し，内側に無文帯を残す。 16~20は波状口縁で口唇に刻

みを付す。 20は大きく開く口縁が内側に屈曲する。 22は波状口縁であるが口唇部の刻みはない。 23は平

口縁に突起を持つものである。

24~48(第22,23図）は細隆起線文と集合沈線文により文様を構成するものの頸部から胴部片である。集

合沈線にも細いものから太目のものまで存在する。 28は縦位に背の高い隆起文で左右を分割する。隆起

文の頂点に刻みが付されている。 39~48は細隆起線文が曲線的な文様構成をしており，内側または外側

に集合沈線を充填する。 46,47は集合沈線が交差し格子日状に充填する。

49~62(第23図）は細隆起線文と集合沈線文により文様を構成するものと思われるが，細隆起線文の部分

が欠落しているためか，集合沈線のみの破片である。 49~54は平口縁で平らに整形された口唇に竹管に

よる刻みが付される。刻みは斜位あるいは縦位に付されている。 55~62には刻みはない。口唇部の形状

は円頭状のものや内剥ぎ状のものがある。 61は沈線が斜位に施文され，胎士に繊維を含まず，砂粒の混

入がみられる。やや異質な感がある。

63~67(第23図）は細隆起線文により区画し，微隆起線文を粗く充填している。 63,64, 66は胎士中に繊

維がみられず，砂粒が混入される。内面は擦痕や条痕文が斜位または横位に整形される。

68~70(第23図）は背の高い隆起文で上下または左右を分割し，細隆起線文と集合沈線文により文様を構

成する。隆起文の頂点には68,70のように刻みを付すものもある。 68は口縁部片であるが，口唇の刻み

がなく，内外面から穿孔された補修孔がある。

71~74(第23図）は全体的な文様構成が不明な部分もあるが，沈線により区画し，集合沈線を充填するも

のである。 71,72は区画する沈線が指頭によるものか太い沈線が用いられている。 73,74は区画する沈

線と同様の集合沈線を用いて模様が構成される。

75~104(第24図）は内外面ともに貝殻条痕文のみの口縁部片である。一部に内面を擦痕または無文のまま

のものもある。75から83は平口縁で口唇部に刻みなどが付される。78は口唇にエ具の鋭角な角で刺突する。

81は口唇に指頭により凹凸を付け，刻みと同様の装飾効果をもたらす。 82の口唇には刻みというよりも

条痕による整形が付されたとみるべきかもしれない。口縁の形状は器形にわずかにゆがみがあり，緩やか

な波状を呈する口縁ともみえる。 83の刻みは口縁に対して縦位に付す。それ以外の口唇の刻みは竹管に
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第 2節 遺物包含層と出土遺物
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第II章縄文時代の概要

・r 

-̂・^9
,
 

刷

令

／

直3
 

c
 

灌5
 

7
 

t
d
 

‘.,‘、

s
/
5
 ，

 

F
 

沐

n
8
2
 

一
g'i 

.＇, 2
 

~,3 

2
 

屯

心

n
u
5
 

T
I
t
"
i
R
8
 

山
糾
乳

8

界

！
i
9
り

~
、
＂
国
｀~
i
t
}

~
l
l
れ
吼

1

f
 

．
~
り
§
・
し4
;
~

i
 口
~
凰

ふ
ぎ
3t"

に知
尺
胃

4

89(本E12-53)

91 (確07-1トレ皿層）

e
A
 

、,t↑ゞ
4
 

a'̀
 

2
 

l
n
n
パ
ロ
ロ
り
〗

り
ヅ
ャ

3

警”"，
岱
貸
＼

ふ`
＂

98(確G6-3トレ皿暦）

102(本F9-18)

心

~,2 門
日
は3

 
8
 

—
,9,• 

堕
〗
げ
；

，噸ふ`而ゃ
慮．＼

~
_
~
 

゜
2
 

4
 

M
 

ほ

n
8
0
 
り84(本F11-24)

77(本J6-17)

ふ`
且

刀

な丸

“9」

出

汎
'.C.

J
T
J
n
,
’
 

ィ
n
u
r
`

は

.. ,
 
．．
 
r
 

,
i
 

,．
''st‘ 

濱
ぃ
・
肉

f.

煩
閤
92

月
け
州

103(本D11-35,36) 

第24図縄文土器5 (早期後葉3)

4

嘉

3

認
6

牙．

1

嘩

i.

｀

'

2
 

ーは

人

べ

12

81

日
H
uふ

竺

こ

]
3
i
[
8
 

，ぷ;.,

104(本N6-1)

0 6cm 
I I I I 

1/3 

26 



第 2節 遺物包含層と出土遺物

より斜位に付される。 84~89は波状口縁の口唇に刻みを付す。刻みは平口縁と同様に口唇にまで条痕文

が及ぶもの(84・88), 縦位のもの(89),斜位のもの(85~87)がみられる。 85,87の刻みは細かい刻みを

密に付す。 90~95は口唇に刻みのない波状口縁である。 96~104は口唇に刻みのない平口縁の破片である。

105~139(第25図）は無文ないしは擦痕のみの口縁部片と胴部片である。 105から135は平口縁である。

105から109は口唇に刻みが付される。 105,108の刻みは厚い板状のエ具端を互い違いに押し付けている。

106は棒状工具を前後にローリングさせて刻みを付す。 107は細かい刻みを密に付す。 136~138は波状口

縁である。口唇に刻みが付されるものはみられない。 139は内外に擦痕ないし無文で整形される胴部片で

あるが，内外両方向から補修孔が穿孔されている。

140~163(第26図）は早期の底部片である。 140~159は条痕文土器の尖底である。ほとんどの胎土に繊維

が混入される。 160, 161は条痕文がみられる平底の土器片である。繊維の混人もみられる。条痕文は底

部周辺と底面に付される。 162, 163も平底であるが繊維は混人されない。条痕あるいは櫛歯状工具によ

る擦痕がみられ，内面も丁寧なナデ整形である。早期中葉の底部の可能性があるが，出土地点が離れてい

る。
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第1I章縄文時代の概要
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第2節遺物包含層と出土遺物

4 土製品（第27,29図・図版8-1)

出土する土製品は円形土製品である。整理作業によって確認できた39点の内ここでは36点を図化した。

本調査区域から出土した状況は第29図に示した。その他に06FPから1点出土している（第9図）。これらの円

形土製品は表裏とも条痕文または擦痕で整形され，胎土に多くの繊維が混入しているものがほとんどであ

った。本遺跡の主体となる早期後葉の土器片の加工品である。利用も同時期の所産と考えられる。

1~36(第27図）の円形土製品を便宜上，大きさにより区分した。特大としたものは55mm前後のもので，

1~3が相当する。実測値は53mm~59mmである。大は45mm前後のものとした。 4~11である。これら

の実測値は43mm~47mmである。中大は40mm前後のものとした。 12~18である。実測値は37mm~

41mmの大きさである。中は35mm前後のものとした。 19~27である。実測値は33mm~36mmのものが

みられた。小は30mm前後のものとした。 28~33である。実測値は28mm~31mmのものがみられる。極

小としたものは25mm前後のものである。 34~36である。実測値は25mm~26mmであった。

5 中期（第28図・図版8-2)

中期に属すると判断された土器は19点確認されている。縄文土器全体の中では0.38%と少なく，前葉阿

玉台期のものが11点，縄文土器中の比率で0.22%, 後葉加曽利E期のものが8点，縄文土器中の比率で0.16

％であった。

阿玉台期の出土傾向は，調査区全体からみると，散漫で集中的なまとまりはみられないが，調査区南半

にやや多い傾向がみられる。 1~6が該当する。 1~4は口縁部片である。 5,6は胴部片である。胎土には

金雲母を多く混入している。

加曽利E期の出土傾向も阿玉台期と同様に調査区南半にやや多い傾向がある。 7~13が該当する。すべ

て胴部片である。懸垂文に磨り消し縄文が充填されている。

14は棒状の破片で口縁部片とした。整理の最終段階で頸部にあたる部位が接合されたので，図版8-2で

掲載することとした。 15は把手状の破片である。時期不明である。 16, 17は底部片である。 17には底面

に網代痕がのこる。
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15(確F6-8トレ皿層）

16(確F3-4トレII層下層）

17(確F3-5トレ皿層）

第28図縄文土器9 (中期）
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第11章縄文時代の概要

6 石器（第29,30図・図版8-3-5)

本調査区域内で石器が7点，剥片が3点，礫が131点出土している。これらの出土傾向は，早期後葉の土

器の出土傾向と同様に，本調査区域北側の炉穴群と南西側の炉穴群の周辺に多い傾向がみられる。礫は大

きさに大小あるが，火熱を受けているものが多くみられた。

1は尖頭器である。先端と基部を欠損する。頁岩か。 2,3は石鏃である。 2は頁岩，二等辺三角形状で，

基部は凹基。先端などやや欠損している。 3は黒曜石，二等辺三角形状であるが，先端近くの両肩が張る。

基部は凹基であるが，挟りが弱い。 4は黒曜石の石核状の剥片である。 5は小型の磨製石斧である。半分

欠損。片面は自然面を残し，磨製で片刃とする。刃部に刃こぼれがみられる。 6,7, 9は小型の打製石斧

である。片面は自然面を残し，打製で片刃を作る。 6は片方の側面にまで打製で両刃の刃部を作り， 7は

両側の側面にまで片刃の刃部を作っている。 9は先端部のみ刃部とし，側面は自然面のまま，基部を欠損

する。 8, 10, 11, 12は磨石である。 10は側面も整形している。端部に打痕もみられる。 11は接合資料

である。 13は磨り石であるが打痕もみられる。両側面の整形から10と同様の形状をしている。端部を敲

打したために生じたとみられる欠損もある。 14, 15は自然石に打痕がみられる。 14は敲打のため破損し

たものであろうか，接合資料である。 13~15は敲石とした。
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第29図 本調査区域における石器と礫及び円形土製品の出土状況
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第2節遺物包含層と出土遺物

0 6cm 
I I I I 

1/3 (6~15) 
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第rn章その他の時代の概要

本調査区域で検出された縄文時代以外の遺構は，土坑が4基調杏されている。また，確認調査により検

出され，現状保存の対象となった遺構は古墳l基，竪穴住居跡l軒，土坑2基，方形周溝状遺構l基であった。

縄文時代以外の出土遺物は土師器，須恵器，その他陶磁器などであった。その他に粘土塊などの不明と

したものが出土している。

第 1節 古墳（第32図・図版4-3-5)

本古墳は照会のための現地踏査ではじめて確認され，試掘や確認調壺の結果，周溝が検出されたことに

より，古墳と認定された。以後「下高野新山古墳」（八千代市油273) として遺跡地図に掲載されている。

古墳の立地は調査区北端に位置している。地形上の立地は高野川や森下谷津側の台地縁辺から，約450

m~500m台地の奥に立地する。周辺には現時点で他に古墳は確認されていない。

旧測地系による公共座標で， X= -28.365km, Y = + 27.775kmに位置する。

墳丘の形状は撹乱を大きく受け，また墳丘が崩れていて，明瞭な形状を遺存していないこともあり，当

R 

0 20m 
I I I 

1/1,000 

第31図 その他の検出遺構
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第2節土坑

初は円墳が想定されていた。古墳の規模は調査区域外の形状が資料としてないため，確実ではないが， 16

mほどの範囲で墳丘が残存しており，現地表面からの高さも墳頂部の標高は不明であるが， 1.4m~l.5m

ほどの高さがあったと推測される。

確認調査の結果，周溝は各トレンチより直線的な部分とコーナーの部分が検出された。それにより，規

模が1辺約20mの方形を呈するものと判断された。また， 4・5トレンチにおいて，古墳中心部に向かう周

溝の一部が確認されている。周溝の幅は2mから2.5mほどあり，ローム層を約lmの深さで掘り込んでいた。

周溝の断面形状は逆台形をしており，底面はlm30cmほどの幅を持っている。覆土は3層に区分され，上

層が大半を占めており，黒褐色土層でローム粒子を少量混人し， しまりが良く，粘性がある。中層は薄く

レンズ状に堆積していた。暗褐色土層でローム粒子を多量に混入し， しまりが良く，粘性はない。下層は

底面の墜際に堆積する。暗茶褐色土層で，ローム粒子を多量に混人し， しまりが欠け，ボソボソな土層で

あった。確認調査のトレンチから古墳の主体部は検出されていない。

4トレンチ

／／： 

゜
5m 

第32図 下高野新山古墳 1/200 

第2節土坑

縄文時代以外で本調在対象となった遺構は. 1号遺構(OlP).2号遺構(02P),3号遣構(03P),22号遺構

(22P)の4基の土坑である。 1号遺構と3号遺構は本調査対象 a区域内， 2号遺構は b区域側， 22号遣構は c

区域から検出されている。

2号遺構(02P), 3号遺構(03P),22号遺構(22P)は平面や断面での形状や土層などから地下式坑と判断

された。 1号遺構(OlP)については地下式坑の可能性もあるが．残された資料からは明確には判断できな

かった。しかし．ここでは調査時の所見に従い，いずれも地下式坑として扱う。
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第rn章 その他の時代の概要

RR' 
ャ•B

□ B 

01P 
1層黒褐色土 しまり良く，粘性弱

2層黒褐色土 ローム粒子斑状に少量 しまり良く，

粘性少

3層暗褐色士 黒色士斑状に少量ローム粒子多量

しまり良く，粘性少

4層黒褐色士 ローム粒子多量 しまり良く．粘性少

5層暗褐色士 ローム粒子多量，ロームブロックわず

か しまり良く，粘性少

6層黒褐色士 ローム粒子斑状に少量

7層暗褐色土 ローム粒子多量．ロームブロックわず

か しまり良く，粘性欠ける

S•~P L--800m SP 8層黒褐色士 ローム粒子わずか

9層 暗茶褐色土 ローム粒子斑多量，しまりに欠ける

02号遺構(02P)
EB". ・SB' 

,---- 」I 
-------

SヽA・ -SA' 

SA L--0.70m 
' 

EB j SB 
SA' 

03号遺構(03P)

SA.~ 
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．
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副

8S 
UIOL.o,111 

7層黒褐色士

8層暗褐色土

9層暗褐色土
10層暗褐色士

11層暗茶褐色土

12層
13層暗茶褐色土

ヽ
．
 

,
8
3
 , __ _ 

『'・

．
 

g
山

UIQL'O-11rI 

口ローム

02P 
SA-SA' 土層説明なし
SB-SB' 

1層黒色土

2層黒褐色土

3層黒色土

4層黒褐色土

5層暗褐色士

6層黒色土

暗褐色土を斑状に少量， しまり良く，粘性強
暗褐色土を斑状に多量 しまり良く，粘性強
1層と同じ，ローム粒子わずか
2層と同じ，暗褐色土を 2層より多量
ローム粒子わずか ややしまりに欠け，粘性強
ローム粒子少量，暗褐色土をわずか ややしまり
に欠け，粘性強
ローム粒子少量，ロームブロックわずか ややし

まりに欠け，粘性弱
ローム粒子多量，ロームブロック多量 しまりに
欠け，粘性に欠けボロボロ

8層に同じ，ロームブロックは大きい
ローム粒子少最，ロームブロック少量 しまり良
い，粘性強

ロームブロックを多量 しまりに欠け，粘性強
9層と同じとした
ロームブロックを主体（天井の崩落）

s冒 A

22号遺構(22P) ___ /_ 

@ A・ 

• B' 

•A' 

g
 

B
L□
/

 

03P 
1層黒褐色土黒色土に暗褐色土を斑状に混入，ローム粒子

わずか しまり良く，粘性強

2層 暗褐色土黒色土を全体に含み色調明るい．ローム粒子

少量 しまり良く．粘性強

3層暗褐色土 2層と同じ．ローム粒子やや多量 わずかに

しまり欠く，粘性強
4層暗褐色土 ローム粒子多量，ロームブロックわずか し

まり良く，粘性強

5層暗褐色士 4層同じ しまり良く

~- L~-0.40m 
A' 

LJ  〇 2m 

1/80 
第33図 01・02・03・22号遺構
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01号遺構 (01P) (第33図・図版3-6)

検出位置本El3グリッド

平面形状胴張り方形

第3節 その他の検出遺構

規模 （長） X (短） X (深さ） 2m60cm x 2ml8cm x 89cm 

主軸方位 (N2°E) 

士層 自然埋没とみられる。調査時の観察において，層中に多量のロームブロックやローム粒子を混入す

る土層が多く観察され，これを天井部の崩落によるものと判断し，地下式坑とした。

内部構造 天井部が完全に崩落してしまっているのか，急に立ち上がる壁面で，構造的には深い皿状の土

坑ともいえる。 出土遺物 なし

02号遺構 (02P) (第33図・図版3-7)

検出位置本LlO・MlOグリッド

平面形状胴張り長方形

規模（長） X (短） X (深さ）3m58cm x 2m82cm x lm64cm (lm20cm) 

主軸方位 N35°W 

t層 自然埋没。下層に多量のロームブロックを混入する土層が観察され，天井部の崩落と判断した。

内部構造 lm20cmほど掘削した段階で南東側一帯をステップ状に掘り残し，残りの北東側にさらに

45cmほど掘り下げて底面を形成している。天井部は大半が崩落しているが，土層断面の形状や土層中

のロームブロックから，ロームを厚く掘り残して天井としていたものとみられる。

出±遺物 一括で16点出土。縄文早期撚糸文3点，同条痕文9点，土師器3点，礫l点を出土する。

03号遺構 (03P) (第33図・図版4-1.2) 

検出位置本E9・F9グリッド

平面形状楕円形

規模 （長） X (短） X (深さ） 2m4cm x lm34cm x lm5cm(84cm) 

主軸方位 NOSW 士層 東西方向の土層では自然埋没。

内部構造 80cmほど掘削した段階で南側一帯をわずかに傾斜させ，北側に平らな底面を形成している。

天井部はほとんど崩落してしまっている。 出上遺物 なし

22号遺構 (22P) (第33図・図版3-8)

検出位置確H4-4トレンチ及び拡張区域 規模 （長） x(短） x(深さ）2m6cm x lm24cm x 94cm (60cm) 

平面形状楕円形 主軸方位 Nl8°W 土層不明

内部構造 確認面より 60cmほど掘削した段階で南側一帯に30cmほどの幅でステップ状に掘り残し，その

北側をさらに20cmほど掘り下げて底面を広く平らに形成している。天井部はほとんど崩落してしまっ

ているがわずかに残存する。 出土遺物なし

第3節 その他の検出遺構

本節では確認調査により検出された遺構で，本調査対象にならず，現状保存された遺構について概要を

記する。竪穴住居跡l軒，方形周溝状遺構l基，土坑2基が検出されている。

竪穴住居跡（第34図・図版4-8)

検出位置確B5-lトレンチ

t層不明

方形周溝状遺構（第34図・図版4-7)

検出位置確F6~F7トレンチ

士層 自然埋没

規模不明一辺6m以上 平面形状方形か長方形と推定

推定時期不明 出±遺物なし

規模一辺約9.5m 深さ約50cm 平面形状方形

推定時期不明 出t遺物なし

35 



第皿章 その他の時代の概要

土坑（第31図）

検出位置確A5-4トレンチ

t層不明

土坑（第31図）

検出位置確E7-2拡張トレンチ

平面形状円形

85-1トレンチ検出遺構

゜

規模 lm50cm x lm40cm 深さ不明

推定時期不明

規模 lm35cmx Im 深さ不明

土層不明 時期不明
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1/200 
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SA' 

出士遺物なし

出上遺物なし

SA 
R 

SA-SA' 
I層茶褐色土層

II層黒褐色土層

皿層 暗褐色士層

1層暗褐色土

2層黒褐色土

3層黒褐色土

SA' 
@ 

゜
1m 

1/40 

表士層

ローム粒子少 しまり良く，粘性あり

ローム粒子わずか硬くしまり，粘性あり
ロームブロック多量．ローム粒子少量 2 

層より硬くしまり．粘性あり

1/200 第34図 その他の検出遺構

第4節 縄文土器以外の出土遺物（第35図・図版8-6)

土師器が29点，須恵器が6点，陶器が2点，不明その他が12点出土している。その他の中には粘土塊など

があり，不明その他を除くと37点全出土塁の0.6%程である。

土師器は確E5-lグリッドで

13点出士しているが，他は散漫

である。 〗（一~·~
- -

三

口確~~
1(確G7-1トレ11層下層）

o 10cm 
I I I I I 

1/4 

第35図 その他のグリッド出土遺物
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第w章まとめ

本調査で調在された遺構は縄文時代早期の炉穴17基，同時期の土坑2基，地下式坑が4基であった。また，

本調壺区全体の約l,300rrlに対して縄文時代早期の遺物包含層の調壺を実施した。その他現状保存の対象

となった遺構には古墳1基，竪穴住居跡l軒，方形周溝状遺構l甚，士坑2基，早期の遺物包含地区2ヶ所が

検出されている。

出土遺物は調在区全体で5,160点ほど出土しているが，約96%が縄文土器で，その内約93%が早期後菓

の条痕文系の土器であった。

縄文時代

早期前葉撚糸文系士器

この時期の土器は76点が出土しており，縄文土器の内で1.53%である。出土状況はまばらでまとまりは

みられない。また，この時期の遺構は確認できなかった。土器の主体は井草式とみられる。

早期中菓

沈線文土器の出土はみられないが，東北地方で出土する「明神裏皿式」系統の土器が出土している。 34

点出土したが， 10mから15mほどの小範囲に限定されて出土している。包含層中からの出土が大半であっ

たが， 10点程ば炉穴内からも出土していた。また，出土地点は離れているが，同一の土器の底部と思われ

る土器も出土している。この時期に相当する遺構は確認されてない。

早期後菓条痕文系士器

この時期の土器は4,785点出土している。縄文土器の中で92.75%を占めている。調査区全体では南半に

多く出土する傾向がみられた。周辺の調査区（第36図）も含めてみても，南及び東側の台地縁辺に向かっ

て遺構遺物がより濃密に展開することが予想される。包含層調査区の南北両端にも出土密度の濃い区域が

あり，それぞれ数ブロックにまとまっていた。本調査区の中央には遺構・遺物の希薄な区域がある。

また，当該期の遺構は4ブロック17基の炉穴と2基の士坑が検出されている。石器や礫などの出土を含め，

遺物出土の濃い区域と炉穴や土坑の検出区域が重なり，その関連は濃密であった。

この時期の土器の文様の構成は，口縁下を縦位または斜位に微隆起線文で並行に区画し，区画の内外い

ずれかに集合沈線を充填しているものが多い。区画する微隆起線は直線的なものが多いが，曲線的に構成

するものも少なからずみられる。口縁の形状は平縁のものも

あるが波状口縁も目立つ。口唇部に竹管などの圧痕により刻

みを付しており，そのバリエーションは多い。器形は尖底の

深鉢のようであるが，平底のものもわずかにみられる。しか

し，後続の鵜ヶ島台式のような胴部中段にくびれを持つ土器

がみられず，この時期の主体は，野島式の古段階に位置する

と考えられる。

有文土器以外では，条痕文のみで整形される土器の出土量

が圧倒的に多い。また，条痕文さえみられない，擦痕や無文

のままのものもかなりの比率で存在している。条痕文のみの
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第w章まとめ

土器には波状口縁がみられたが，擦痕や無文の士器には，波状口縁はわずかしかみられなかった。

石器は量的には少ないが，石鏃と小型の磨製石斧や小型の打製石斧が出土しており，この時期の特徴を

表している。円形土製品も多くはないが出土する。

中期

阿玉台期の土器が11点，加曽利E期が8点出土する。これらの時期に該当する遺構は検出されていない。

当該期の遺跡の主体は調査区域の東側や南側に展開する可能性がある。

その他の時代

下高野新山古墳は，確認された周溝から一辺約20mの方墳と推定され，主体部などは確認されていない。

縄文時代以外の遺構では土坑が4基検出されている。遺物からは時期を特定できなかったが，中匪の地

下式坑と推定される。

そのほかにも，確認調査による検出で土坑2基，一辺約10mの方形周溝状遺構l基，時期不明の竪穴住居

跡l軒が検出されている。遺物では若干の土師器，須恵器，陶器が出土している。
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第36図 周辺調査区域早期後葉遺物出土状況
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1 . 縄文士器5 早期後葉3-1 2. 縄文土器5 早期後葉3-2
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